
JA香川県 野菜処理加工場－加工業務用野菜のニーズに応える産地を目指して－

◆自社の特長・強み・実績
➢各品目で生産部会を組織し、生産計画の取りまとめや営農指導のバック
アップにより、需要に応じた供給量の確保に努めています。

➢食品加工会社のファブリック内に集荷拠点を構え、大型の汎用冷蔵庫で商
品の貯蔵や搬出入、計量をしています。例としてメッシュコンテナでは
1000基貯蔵可能です。

➢現在はキャベツとタマネギを取り扱っており、大玉サイズを目指した栽培
方針をとっています。

➢既存のキャベツやタマネギに限らず、必要とされている品目・出荷形態
に応えられるよう情報収集して、導入を検討していきたいと考えていま
す。

➢他産地との人脈づくり、情報交換によって閑散期や繁忙期を産地間でカ
バーできる態勢を構築していきたいです。

◆交流会参加の目的

展示内容（ブース番号④）

・サンプルの写真（キャベツ）

・キャベツ サイズ感

・圃場の写真（タマネギ）

会社概要
組織名 ＪＡ香川県 四国大川集荷場（野菜処理加工場）
〒769-2301
住所 香川県さぬき市長尾東1640
TEL：0879-53-2232 FAX：0879-53-2227
URL：https://www.kw-ja.or.jp/ 生産者・生産者団体

【注意事項】※提出の際は本テキストボックスを削除してください。
• 発表資料作成にあたっては本様式をご使用ください。
• 作成例を参考としてください。
• ファイル名は以下の通りにしてください。

組織名等_R7交流会発表資料
例 園芸特産㈱_R7交流会発表資料

• 発表資料は本様式にて1ページ以内（厳守）で作成願います。
• フォントは適宜調整してください。
• 発表資料は11月７日までに事務局へ提出願います。
• 発表資料は投影し、参加者に配付します。
• 一言キャッチは参加者名簿に掲載します。
• 「※」ブース番号、分野は農政局で記入します。
• 分野別の帯色は以下の通りに整理します。

生産者、生産者団体＝緑
中間・物流事業者（仲介・商社・集荷等）＝青
実需（食品メーカー・惣菜・外食等）＝橙
支援（種苗・資材・包材・機械・IoT・金融・研究、行政、その他）＝紫

• 問合せについては事務局までお願いします。
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